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平
成
２
９
年
度 

秋
山
（
瑞
牆
山
） 

黒
羽
山
の
会 

 

今
年
の
秋
山
は
、
奥
秩

父
の
日
本
百
名
山 

瑞
牆

山
・
金
峰
山
を
１
０
月
２

１
日
～
２
２
日
の
一
泊

二
日
で
実
施
予
定
だ
っ

た
が
、
台
風
２
１
号
の
影

響
で
２
２
日
は
大
雨
に

な
る
予
報
と
な
っ
た
た

め
、
２
１
日
の
み
の
瑞
牆

山
日
帰
り
登
山
に
変
更

と
な
っ
た
。
ル
ー
ト
は
瑞

牆
山
自
然
公
園
か
ら
不

動
滝
、
瑞
牆
山
、
富
士
見

平
を
経
由
し
瑞
牆
山
荘

へ
下
山
す
る
周
回
ル
ー

ト
で
あ
る
。 

野
崎
午
前
４
時
集
合
、

２
台
の
車
に
分
乗
し
出

発
し
、
東
北
道
矢
板
Ｉ
Ｃ
か
ら
圏
央
道
へ
進
む
。
今
日
の
天
気
予
報
は
、

午
前
中
く
も
り
、
午
後
か
ら
雨
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
高
速
走
行
中
は

雨
、
雨
。
今
日
は
一
日
合
羽
か
な
ぁ
と
思
い
な
が
ら
中
央
道
に
入
り
談
合

坂
Ｓ
Ａ
で
朝
食
休
憩
を
と
る
。
中
央
道
須
玉
Ｉ
Ｃ
を
降
り
、
増
富
ラ
ジ
ウ

ム
ラ
イ
ン
を
進
む
こ
ろ
に
は
雨
は
上
が
り
曇
り
空
と
な
っ
て
い
た
。
山
道

を
し
ば
ら
く
進
む
と
、
出
発
地
瑞
牆
山
自
然
公
園
駐
車
場
に
到
着
し
た
。

こ
こ
か
ら
瑞
牆
山
が
見
え
る

は
ず
だ
が
、
曇
り
空
で
全
く
見

え
な
い
。
こ
こ
で
車
を
１
台
下

山
地
の
瑞
牆
山
荘
へ
回
送
す

る
。 ８

時
３
５
分
、
身
支
度
が
整

い
出
発
！
と
い
う
は
ず
だ
っ

た
が
海
津
Ｃ
Ｌ
か
ら
ト
ラ
ン

シ
ー
バ
ー
が
見
当
た
ら
な
い

と
い
う
言
葉
が
。
確
か
に
車
か

ら
は
降
ろ
し
た
は
ず
だ
が
と

し
ば
ら
く
探
す
と
、
海
津
さ
ん

の
ザ
ッ
ク
の
中
か
ら
出
て
き

ま
し
た
…
。
気
を
取
り
直
し
て

出
発
で
す
。
し
ば
ら
く
は
林
道

歩
き
だ
が
、
台
風
の
影
響
な
の
か
と
に
か
く
蒸
し
暑
く
、
途
中
衣
類
調
整

を
し
な
が
ら
進
む
。
遠
く

の
景
色
は
望
め
な
い
が
、

周
辺
は
紅
葉
が
進
み
、
落

ち
葉
の
じ
ゅ
う
た
ん
を

歩
い
て
い
る
よ
う
だ
。
沢

の
音
が
聞
こ
え
る
と
林

道
は
終
わ
り
登
山
道
に

な
っ
た
。
間
も
な
く
右
手

に
大
き
な
岩
が
出
て
き

て
皆
で
見
上
げ
る
。
屏
風

岩
と
名
付
け
ら
れ
て
い

 

帰りに見ることができた瑞籬山 

 

紅葉真っ盛りのみずがき自然公園を出発 

 
落ち葉の絨毯 
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て
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
も
盛
ん
な
よ
う

だ
。
不
動
沢
沿
い
に
橋
を
何
回
か

渡
り
、
さ
ら
に
登
っ
て
い
く
と
９

時
３
５
分
不
動
滝
に
到
着
。
集
合

写
真
を
撮
り
、
休
憩
。
花
崗
岩
の
一

枚
岩
を
水
が
滑
り
落
ち
て
く
る
様

は
、
と
て
も
見
応
え
が
あ
っ
た
。 

不
動
滝
を
出
る
と
霧
雨
の
よ
う

な
弱
い
雨
が
降
り
出
し
た
が
、
樹

林
帯
の
中
を
歩
く
の
で
、
そ
れ
程

気
に
な
ら
な
い
。
沢
を
渡
り
、
巨
岩

が
二
つ
並
ん
だ
夫
婦
岩
の
横

を
通
り
、
ロ
ー
プ
の
あ
る
急
な

岩
場
や
、
「
し
し
く
い
坂
」
と

名
付
け
ら
れ
た
急
な
上
り
坂

を
登
っ
て
い
く
。
周
辺
は
し
ゃ

く
な
げ
が
多
く
見
ら
れ
、
花
が

咲
く
頃
に
は
見
応
え
が
あ
り

そ
う
だ
。
小
川
山
へ
の
分
岐
を

過
ぎ
て
も
急
登
が
続
く
。
小
休

止
を
取
っ
た
際
に
腕
時
計
の

話
に
な
っ
た
。
山
用
腕
時
計
を

見
比
べ
て
、
伊
藤
さ
ん
が
「
お

れ
の
が
一
番
厚
く
て

古
い
な
」
と
一
言
。
次

に
買
う
も
の
は
決
ま

っ
た
よ
う
で
す
。
更
に

登
る
と
周
辺
が
明
る

く
な
り
、
頂
上
が
近
く

な
っ
て
い
る
と
感
じ

た
こ
ろ
富
士
見
平
分

岐
に
到
着
す
る
。
こ
こ

で
今
日
初
め
て
他
の

登
山
パ
ー
テ
ィ
と
会

い
言
葉
を
交
わ
す
。
こ

こ
か
ら
ク
サ
リ
場
や

は
し
ご
の
あ
る
道
を

５
分
程
登
り
、
１
２
時

７
分
、
瑞
牆
山
頂
上
に

到
着
し
た
。
集
合
写
真

を
撮
り
、
広
い
岩
の
上

で
昼
食
タ
イ
ム
。
登
頂

時
に
は
眺
め
は
無
か
っ
た
が
、
昼
食
が
終
わ
る
こ
ろ
に
は
雲
が
切
れ
て
き

て
大
ヤ
ス
リ
岩
な
ど
展
望
が
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。 

１
２
時
５
３
分
、
下
山
開
始
。
富
士
見
平
分
岐
ま
で
戻
り
、
富
士
見
平

を
目
指
す
。
大
き
な
岩
の
間
を
縫
う
よ
う
に
し
て
急
な
下
り
が
し
ば
ら
く

続
く
。
沢
沿
い
の
長
い
階
段
を
下
り
る
と
、
真
っ
二
つ
に
割
れ
た
桃
太
郎

岩
に
到
着
し
休
憩
。
天
鳥
川
を
渡
る
と
登
り
返
し
と
な
り
、
１
４
時
４
０

分
、
富
士
見
平
小
屋
に
到
着
。
小
屋
の
前
は
開
け
た
休
憩
場
所
と
な
っ
て

い
る
が
、
今
日
は
人
気
が
無
く
静
け
さ
が
広
が
っ
て
い
た
。
富
士
見
平
小

 
不動滝目指して 

 
これが不動滝 湾曲した形状に？？？ 

 
          瑞籬山 山頂は貸し切りでした 
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屋
か
ら
の
下
り
は
赤
や
黄
色

の
落
ち
葉
の
上
を
歩
き
な
が

ら
進
む
。
少
し
下
る
と
ベ
ン
チ

が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
瑞
牆
山
が
姿
を
見
せ
て
く
れ
た
。
最
後
に
ご
褒
美
を

貰
え
た
よ
う
で
、
皆
で
写
真
を
撮
っ
た
り
し
て
そ
の
山
容
を
堪
能
し
た
。

１
５
時
３
０
分
、
下
山
口
の
瑞
牆
山
荘
へ
到
着
。
瑞
牆
山
自
然
公
園
を
経

由
し
帰
路
に
就
く
。
北
杜
市
の
た
か
ね
の
湯
で
汗
を
流
し
、
国
道
１
４
１

号
、
佐
久
北
Ｉ
Ｃ
か
ら
上
信
越
道
に
入
る
。
横
川
Ｓ
Ａ
で
夕
食
を
と
り
、

北
関
東
道
、
東
北
道
を
順
調
に
走
り
、
２
１
時
２
０
分
野
崎
へ
無
事
到
着

し
た
。 

湿
度
９
９
％
ぐ
ら
い
の
天
候
で
し
た
が
、
瑞
牆
山
の
特
徴
で
あ
る
岩
、

紅
葉
を
楽
し
め
た
山
行
で
し
た
。
皆
様
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
荒
木 

記
） 

 

            

決算報告             （会計：折橋） 

・収入 

会費      6,500x 9 ＝ 58,500 

・支出 

   高速代（5,510+3,260）×２＝17,540 

   入浴代        720×9＝ 6,480 

   車代      17,240×２＝34,480 

                           58,500 

 
木の階段を降りると 

 
桃太郎岩！ 

 
幻の宿 富士見平小屋 無人でした・・・・  
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 〇と き  平成２９年１０月２１日（土）  

〇ところ  瑞牆山（2,230.2ｍ） 

〇てんき  くもり一時小雨 

〇あ し  荒木車、伊藤車 

〇おあし  ６，５００円 

〇参加者  海津（ＣＬ），薄井（ＳＬ），荒木（報告書）、辺見（撮影）伊藤（文）、 

伊藤（秀）、斉藤、古林、折橋（会計） 

○コースタイム 

      野崎＝みずがき自然公園 P－不動滝－瑞籬山山頂（昼食）－桃太郎岩－ 

      04:00 08:05～35     10:0～20  12:05～55      14:00 

富士見平小屋－瑞籬山荘＝みずがき自然公園 P＝たかねの湯 ＝ 野崎 

      14:40～50   15:30   15：45       16:30～17:10  21:20 

 
                                カシミール 3D にて作成 


